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　　木古内町議会だより　　

●
一
般
会
計

　
歳
入
歳
出
の
補
正
予
算

は
、
３
７
８
２
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
　
億
４
９

５４

４
８
万
円
に
し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集

等
に
係
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
業
務
委
託
料
１
５
１
万

円
、
臨
時
福
祉
給
付
金
と

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
を
合
わ
せ
た
２
５
９

１
万
円
、
下
水
道
操
出
金

５
６
２
万
円
な
ど
の
追
加

で
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
募

集
等
に
係
る
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
業
務
委
託
は
、
３
月

末
で
退
職
し
た
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
開
業
準
備
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
後
任
を
募
集

す
る
業
務
を
委
託
す
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
面
接
は
８
月
中

で
、
９
月
に
採
用
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
臨
時
福
祉
給
付
金
と
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
は
、
平
成
　
年
４
月
か

２６

ら
消
費
税
率
が
８
％
へ
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
所
得
の
低
い
方
や
子

育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩

和
す
る
た
め
、
暫
定
的
・

臨
時
的
措
置
と
し
て
給
付

す
る
も
の
で
す
。

　
臨
時
福
祉
給
付
金
は
、

平
成
　

年
分
の
住
民
税

２６

（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
か
た
で
、
そ
の

他
の
支
給
要
件
を
満
た
し

て
い
れ
ば
１
人
に
つ
き
１

万
円
が
給
付
さ
れ
、
対
象

者
は
１
６
０
０
人
を
予
定

し
て
い
ま
す
。　
　

　
ま
た
、
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
は
、
平
成

　
年
１
月
分
の
児
童
手
当

２６（
特
例
給
付
を
含
む
）
を

受
給
し
、
か
つ
平
成
　
年
２５

の
所
得
が
児
童
手
当
の
所

得
制
限
額
に
満
た
な
い
か

た
と
な
っ
て
お
り
、
給
付

額
は
対
象
児
童
１
人
に
つ

き
１
万
円
で
、
３
４
０
人

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
対
象
者
は
、
平

成
　
年
１
月
１
日
現
在
で

２６
木
古
内
町
に
住
民
登
録
が

あ
る
か
た
で
、
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ど

ち
ら
か
１
つ
の
給
付
金
と

な
り
ま
す
。

●
病
院
事
業
会
計

　
資
本
的
支
出
の
建
設
改

良
費
と
し
て
、
機
械
器
具

備
品
購
入
費
４
５
１
万
円

を
追
加
し
て
、
支
出
合
計

を
２
億
９
３
９
万
円
に
し

ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
追
加
は
、

４
月
の
診
療
報
酬
の
改
定

に
伴
い
、
新
た
に
届
け
出

す
る
デ
ー
タ
提
出
加
算
の

患
者
情
報
を
、
既
存
の
医

事
シ
ス
テ
ム
か
ら
引
用
し

て
作
成
す
る
た
め
に
必
要

な
費
用
の
追
加
で
す
。

　
な
お
、
収
入
不
足
と
な

る
１
万
５
０
０
０
円
は
、

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保

資
金
（
※
）
で
補
て
ん
し

ま
し
た
。

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
長

候
補
者
を
全
国
募
集

補

正

予

算

【３】

（※）過年度分損益勘定留保資金とは、企業内部に

　　　留保される資金をいう。

臨
時
給
付
金
等
受
給
者

対
象
者
は
１
９
４
０
人

総
務
課

・
工
事
契
約
に
つ
い
て

・
財
政
収
支
計
画
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
課

・
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い

て
・
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

建
設
水
道
課

・
町
民
プ
ー
ル
建
設
工
事
に

つ
い
て

・
朝
日
団
地
建
設
工
事
に
つ

い
て

・
町
道
南
北
線
改
修
工
事
に

つ
い
て

・
北
海
道
新
幹
線
等
工
事
に

伴
う
町
道
の
維
持
・
管
理

状
況
に
つ
い
て

教
育
委
員
会

・
町
民
プ
ー
ル
建
設
工
事
に

つ
い
て

・
中
央
公
民
館
の
耐
震
工
事

と
利
用
計
画
に
つ
い
て

・
資
料
館
（
旧
鶴
岡
小
学
校
）

の
整
備
状
況
に
つ
い
て

・
ふ
る
さ
と
の
森
ス
キ
ー
場

の
改
修
に
つ
い
て

総
務
・
経
済
常
任
委
員
会
 

９
月
定
例
会
ま
で
の
調
査
事
項

発
　
議

　
任
期
満
了
に
伴
う
議
会
推
薦
の
農
業

委
員
会
委
員
に
、
林
イ
ク
子
さ
ん
（
新

道
）
を
推
薦
し
ま
し
た
。

農業委員として再推薦

された林イク子さん　

諮
　
問

　
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
、

佐
藤
裕
史
さ
ん
（
本
町
）
を
推
薦
し
た

い
旨
の
諮
問
が
あ
り
、
提
案
の
と
お
り

答
申
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。平成１１年から人権擁護

委員として活躍する

佐藤裕史さん　　　　


